校内研修計画
甲州市立奥野田小学校
１　学校課題
本校の児童は、様々な学習活動や学校行事に明るくまじめに取り組むことができる。４５年以上続く伝統の朝マラソンにも意欲的に取り組み、心身を鍛えている。全校集会や日頃の様子を見ても、親和的な学級・学校集団の中で、落ち着いた学校生活を送っている。
学習面においては、甲州市「夢をかなえる学び」のプロジェクトの取り組み等の成果もあり、学習習慣が定着し、基礎的・基本的な力を身につけている児童が増えてきている。昨年度末に行ったＣＲＴ検査結果では、どの学年も全国比と同等かそれを大幅に上回る結果が出た。特に算数科においては、全学年が全国比１００前後という結果となり、２０２１年度より基礎的・基本的な知識の定着を目指して全校で取り組んでいる「算数オリンピック」の成果が見られた。
しかし、「基礎的・基本的な知識・技能を身につける=インプット（入力）」の面は多くの児童ができていると感じる一方、「身に付けた知識をもとに自分の考えをもち、それを相手に表現する＝アウトプット（出力）」という面においては、インプット(入力)と比べて難易度が高いこともあり、まだ不十分な児童が多い。よって、身に付けた知識をもとに自分の考えをもち、それを自分の文章や言葉で表現できる力や、「自立した学習者」として自ら表現しようとする力の育成を目指していく。
２　研究主題
３　主題設定の理由
近年、知識・情報・技術をめぐる変化の速さが増し、情報化やグローバル化といった社会的変化が、人間の予測を超えて進展するようになってきている。また、2019年度末から全世界に広まった新型コロナウイルス感染症による先行き不透明な「予測困難な時代」に加え、先端技術が高度化してあらゆる産業や社会に取り入れられ、社会のあり方が現在とは「非連続的」と言えるほど劇的に変わる「society5.0」時代が到来した。
このように、急激な変化により将来の予測が難しい社会においては、情報や情報技術を受け身で捉えるのではなく、主体的に選択し活用していく力の育成が求められる。よって教員は、子どもたちが10年、20年先も自立して生き抜く力を培うために、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実」を図った授業づくりを進めていく必要がある。そのような授業において、児童が学習内容や学習形態を主体的に選択し、目的に向かって協働的に学んでいく中で、「主体的・対話的で深い学び」が実現していくものと考えられる。
　さらには、あふれ出る情報の中から自分に必要な情報を取捨選択し、新しい情報や知識やスキルを身に付ける「インプット（入力）」と、そのインプットで身に付けた情報や動作を生かして表現していく「アウトプット（出力）」の相互のつながりにより、個々の成長と学びの質を高めていくことができると考える。学習内容を「アウトプット（出力）」することにより、知識や能力の整理をスムーズに行なえるようになり、学習の理解度が高まると考える。
そこで、今年度も前年度に引き続き、ICTを効果的に使いながら、児童が主体的に考えを表現できるような授業づくりに焦点を当てて研究を進めていく。中でも「対話」を重視し、親和的な学級の中で児童同士が関わり合いながら学びを深めていけるような授業を目指していく。ICTは「即座に」「共有」「変更」「調査」しやすいツールである。対話のための学習用具として、また、児童一人一人の異なる学習状況に対応するために活用していきたい。併せて、本校が小規模校であることを生かし、既存の授業スタイルに拘ることなく、子どもたちが能動的に活動できるような学習の場をつくり上げていきたい。
４ 研究の具体的内容と方法
◇授業研究　　　　・・・ＩＣＴを活用した対話的な学びをつくる授業　一人一実践授業　研究授業
◇学級集団作り　　・・・ＷＥＢＱＵの実施とＫ１３法による分析・活用の充実
◇ＩＣＴ機器の活用・・・ＩＣＴ機器に関わる技術向上のための研修　
「ＩＣＴ端末活用の記録」「奥小っこ 学び方の目標」作成
５ 年間研修計画

	
	月
	日
	研　究　内　容
	教科・領域
	担　当
	TC要請

	①
	４
	９
	・今年度の研究の方向性について
	
	研究主任
	

	②
	
	２２

	・授業時数特例校制度に向けた研究会
　県教委:田邊指導監

・峡東教育事務所:小林主幹指導主事、岩下指導主事
・市教委:小林教育長、堀井指導主事、金森指導主事 来校
	
	全職員

	○

	③
	
	２３
	・今年度の研究の概要・日程について
・ICT端末の活用について(GIGAワークブック)
・「夢をかなえる学びのプロジェクト」に関する取組について
	情報
	研究主任
情報主任
	

	④
	５
	２１
	・第５学年実践授業(５校時)
・実践授業の成果と課題
・一人一実践授業について
	研究・情報
	５年担任
研究主任
	

	
	６


	
	・第１回WEBQUの分析(低・高学年ブロック)
	集団づくり
	ブロック長
	

	⑤
	
	１８
	・第１回WEBQUの分析結果の共有化

・「ICT端末活用の記録」作成について
	集団づくり


	学級担任
情報主任
	

	⑥
	７
	２
	・部会研究
	
	部会長
	

	⑦
	８
	２０
	・教育課程説明会の還流報告

・特別支援教育の学習会(永田先生?)
	各教科

特別支援
	各教科主任
特支コーディネーター
	

	⑧
	９
	２４
	・部会研究
	
	部会長
	

	⑨
	１０

	８
	・部会研究
	
	部会長
	

	
	
	
	・第２回WEBQUの分析（低・高学年ブロック）
	集団づくり
	ブロック長
	

	⑩
	１０

	２９
	・第２回WEBQUの分析結果の共有化
・部会研究
	集団づくり

	学級担任
部会長
	

	⑪
	１１
	２６
	・研究授業(５校時)
	
	授業者
	○

	⑫
	１２
	１７
	・研究の成果と課題アンケートについて

・研究紀要作成
・部会研究(まとめ)
	
	研究主任
部会長
	

	⑬
	１
	２３
	・研究のまとめ
	
	研究主任
	

	⑭
	２
	２５
	・CRTの結果検証

・来年度に向けて
	国語･算数
	研究主任
	

	⑮
	
	２６
	・研究紀要の作成
	
	研究主任
	


(研究主任:小泉　匡之)
「主体的に表現する児童」の育成


～ＩＣＴを活用した対話的な学びをつくる授業～（２年次）





第１回WEBQU　5/19～２４





第２回WEBQU　１０/１5～１7









